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北海道産ワインの現状と「北海道ワインアカデミー」の取組について

阿部　亮

北海道経済部食関連産業局食産業振興課

この度，貴会より弊庁における北海道産ワインの
品質向上を目的とした人材育成事業「北海道ワイン
アカデミー」の取組を紹介する機会をいただいたた
め，北海道におけるワインの現状とともにご紹介す
る．

（ワイナリー数の増加）
北海道がワイン産地として国内外から注目されて

いる．その背景には北海道の気候とブドウの最適な

栽培環境が大きく関係する．北海道はブドウ生育期
間の日照時間が長く，1日の気温の変化が大きいこ
とに加え，降水量も少ないことから，糖度が高く有
機酸を豊富に含むブドウが収穫できる．また，近年
の地球温暖化による影響で，ヨーロッパの多くの銘
醸地と言われるところでは，近い将来，これまでと
同質のワインをつくることが難しくなるとも言われ
ていることが要因としてあげられる．

こうした状況が後押しし，道内のワイナリー数は
この10年間で約3倍の47ヶ所（本年3月末現在）（表
1，図1）まで増加し，都道府県別では山梨県，長野
県に続いて全国3位となっている．

（北海道産ワインの評価）
北海道産ワインは国内のワインコンクールはもと

より，海外での評価も高く，世界最大の国際ワイン
コンテスト「Decanter World Wine Awards 2020」や

「香港インターナショナル・ワイン＆スピリッツ・コ
ンペティション2019」で金賞を受賞するなど，国際
的な舞台で高い評価を受ける銘柄が誕生している．

（表2）

【学 会 情 報】

表1　ワイナリー数の推移

図1　全道にワイナリーが広がっている

表2　北海道産ワインのコンクール受賞状況

〇国内
　日本ワインコンクール受賞数推移

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
21 27 17 28 22 27 21 19
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
25 27 32 29 22 25 24 中止

〇海外
・�Decanter World Wine Awards 2020　金賞	

NIKI Hillsワイナリー「YOHZOME 2018」
・�香港インターナショナル･ワイン&スピリッツ･コンペティション2019　金賞	

北海道ワイン（株）「余市ハーベスト ツヴァイゲルト スペシャル キュベ 2019」
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（地理的表示（GI）「北海道」の指定）
平成30年6月，北海道は，地理的表示いわゆるGI

において，ワインに関し，山梨県に次いで，全国2番
目となる指定を受けた（写真1，写真2）．GIは，「正
しい産地」であることと「一定の基準」を満たして
生産されたことを示すことによって，地域で生産す
る食品のブランドを保護する制度で，例えば，北海
道で収穫されたブドウのみを原料として製造するな
ど一定の条件をクリアすることでワインの産地名に

「北海道」を表示できるもので，6月末時点で472銘
柄が認定されている．（表3）

（最近の北海道産ワインの動き）
昨年11月に，道内オリジナルのぶどう品種である

山幸（やまさち）が，国際ブドウ・ワイン機構（OIV）
に品種登録され，国内では，山梨の2品種（甲州，マ
スカットベーリーA）に続く3番目の快挙となった．
従来，EUに輸出するワインのラベルには「日本産ワ
イン」としか表示できなかったが，今後は「山幸」
と品種名をアピールすることができる．品種の登録
は，海外への販路拡大に向け大きなセールスポイン
トになるため，今回の登録を契機に海外から北海道
がワイン産地として認知されていけばと関係者の期
待は膨らむ．

また，フランスで300年続く老舗ワイナリーであ
るドメーヌ・ド・モンティーユがアジアへの進出を
検討する際に，気象条件や土壌などを比較・検討し
た結果，一昨年，道南の函館市内にブドウ農場を開
設．世界のワイン関係者が北海道に注目している良
い事例となった．

（北海道ワインアカデミーの開催）
こうした北海道産ワインを取り巻く動きに呼応

し，道産ワインの品質・ブランド力の向上とワイン
づくりに携わる関係者間のネットワークの構築を目
指すため，道では，平成27年度から道内でワイン
醸造や醸造用ブドウの生産に携わる者を対象に，栽
培・醸造技術の習得を通じ人材の育成を図る「北海道
ワインアカデミー」（以下，「アカデミー」という．）

（平成27年度は「ワイン塾」）を開講．名誉校長には
ワインアンドワインカルチャー（株）の田辺由美代
表取締役が就任し，道内ワイナリーをはじめ，北海
道大学，札幌国税局，金融機関など産学官金が連携
し，一体となり人材育成に取り組んでいる．（写真3）

写真1　地理的表示（GI）「北海道」マーク

写真2　官能検査風景

表3　GI「北海道」認定銘柄数の推移

写真3　アカデミー講義風景
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（アカデミーのカリキュラム）
アカデミー全体の流れとしては，4月に受講希望

者を募り，書類で選考された受講生は，翌年2月ま
での約10ヶ月間，ワイン業界で活躍する著名な講師
陣から専門的・実践的な講義を受講する．

講師陣には北海道大学や山梨大学など国内の大学
をはじめ，カリフォルニア大学デイヴィス校，ボル
ドー大学など海外の大学からも講師を招へいし，ア
カデミックな講義を中心としつつ，ブドウ生産者や
ワイン醸造家，資材関係者なども講師として招き，
実践的な講義も多く取り入れている．

また，令和元年度から「栽培コース（10名程度）」
と「醸造コース（10名程度）」に分けて実施し，よ
り専門性に特化した受講内容としたほか，昨年度か
らは，販売力や経営力の強化を図るため，各コース
共通の講義として「マーケティング・経営研修」を
設け，技術だけではなく，販売力や経営力の向上を
図っている．（表4　令和2年度アカデミーの講義一
覧（最終ページに掲載））

この他，受講生間の交流を深めるとともに，問題
意識を共有し，技術の向上を図ることを目的にSNS

を活用したネットワーク環境を構築している．

（アカデミー開催の成果）
アカデミーの開講から6年が経過し，これまで145

名の修了生を送り出し，このうち，14名（10事業者）
が新規ワイナリーの開設に関わるなど，着実に成果
を上げている．

また，修了後に受講生を対象としたアンケートで
は，「栽培や醸造の最先端の研究を学び，ワインづ
くりの参考になった」，「今後のワイナリー開設に向
けて大変励みになった」，「国内外の様々なワインを
ティスティングすることができて参考になった」な
ど好評を得ている．

さらに，弊庁の出先機関でも，それぞれの地域事
情に応じたきめ細やかなカリキュラムを学ぶことが
できる地域版ワインアカデミーを開講．道南の渡
島・檜山地域と道東の十勝地域に続いて，昨年度は
新たに道央の空知地域，後志地域においても取組が
スタートし，人材育成の裾野を着実に拡大させてい
る．

（北海道大学との連携）
アカデミーにおける北海道大学との連携は，開講

当初から同大の講師が講義を担当し，令和元年度か
らはアカデミーの受託コンソーシアムの一員として
参画するなど，カリキュラムの構成から講師陣の選
定まで幅広く携わっている．

こうした中，北海道大学では，今年4月1日にワ
イン研究の寄附講座「北海道ワインのヌーヴェル
ヴァーグ研究室」を学内に開設．この講座はワイン
振興に向けた研究，教育を行うことを目的に，道内
の企業や団体から寄せられた寄附金をもとに設置さ
れ，アカデミーと連携し，講義内容の充実を図ると
ともに，大学院共通講義や市民向けセミナーも実施
する．

（今後の展望）
北海道大学では，この寄附講座を足がかりに，ワ

イン産業の持続的発展に向けて，ワイン産業を牽引
する人材の育成とワイン生産技術の開発研究を進め
るための「（仮称）北海道ワイン研究センター」の設
立を目指している．

弊庁では，この取組と相互に連携を図りながらア
カデミーを実施し，今後，北海道が世界に通用する
ワインの銘醸地として国内外から認知されるよう取
組を進めていく．
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表4　令和2年度アカデミーの講義一覧
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